
認知症サポーター養成講座を受講し、認知症サポーター
として自分にできる範囲で一歩踏み込んだ活動をしてみよ
うという思いのある方が集まって立ち上がった会です。
認知症のある人の「やりたいこと」と認知症サポーター

の「私にできることでよければ」という思いをより合わせ
て、小さなことからそれぞれにできることをしています。

あい彩の会では、新しい認知症観に立ち、認知症のある人も
ない人も、みんながお互いの個性を尊重し合い、支え合える人
の輪を、地域に住む一人ひとりの思いをつなげて広げていきた
い、そんな気持ちで活動しています。

「認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症に
なってからも、個人としてできること・やりたいことがあり、
住み慣れた地域で仲間等とつながりながら、希望を持って暮ら
し続けることができるという考え方」です。

・伊達市高齢福祉課高齢者福祉係 0142-82-3196
・伊達市地域包括支援センター 0142-21-7755

伊達といえば藍染めの “藍”
相手を思えるLOVEの “愛”
認知症になっても私はわたしの “ I ”

認知症があっても、彩り豊かな人生を
みんなそれぞれの“わたしいろ”

支援する側・される側の垣根なしに、認知症のある人もない人
も自分の持てる力を発揮して役割を果たし、引きこもりがちな
生活を改善していこうというもので、全国各地で様々な取組が
行われています。



活動はまだ始まったばかり。これから少しずつ、認知症のある方
の「やりたいこと」と認知症サポーターの「私にできること」の
組み合わせを増やしていきます。あなたもやってみませんか？

⚫ 認知症について学んだり
⚫ それぞれの体験を共有したり
⚫ ワクワクするようなアイデアを出し合ったり
⚫ 顔を会わせておしゃべりしたり
⚫ 誰かとつながることを楽しんだり

認知症の方の介護などをしている方が集う場で、それぞれの
経験談や悩みを話し合ったり、情報交換をしながら交流して
います。勉強会でもなく、介護者同士の「おしゃべりの会」
で、あい彩の会も一緒に参加しています。

⚫ カフェを訪れるお客さんとおしゃべり
⚫ 制作イベントでは一緒に工作などを楽しむ
⚫ 会場設営やお茶の用意をお手伝い
⚫ 自分の好きなこと・得意なことを活かした交流

⚫ ゆったりおしゃべりをして過ごす
⚫ 趣味の活動を一緒に（手芸、ゲーム、庭いじり、料理など）
⚫ 家の中でできる簡単な運動を一緒に など

体験談

認知症のあるAさんの家に、あい彩の会のメンバーが週１回１時間
ほど訪問しています。
自宅ではソファーに座ったまま１日が終わっていたAさん。
はじめはお互い緊張もあってぎこちなさがありました。
でも、訪問の回を重ねるうちにAさんの方からたくさんお話をして
くれるようになり、毎週楽しみに待っていてくれるように。
表情もいきいきとして、家族との会話も増えたそうです。訪問して
いるメンバーも、Aさんとの関わりから学ぶことがあったり、面白さ
を感じたりと、得るものが多いとのことです。
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